
1965020061.TIF

’資 料ァヶー””で’？で~－－－

台北にむける中共研究と資料の状況

；たの 1 二ろ，：l＇三くし yごとっては， f?-1!.' ；げは，，Ilて

いる中:Ji;ぐりi’究の：臥/JI'.とそのi託料司王1自主紹介 y却とし、 J仕

事は，いきさか凶弾を感じきせる件質のものであるο と

いうのい，ここにμける，ci',jf：活動しIJ大半は；f 一九に匂

まれた政府の情報活動に属していて，外部のものがこれ

;,' j実態を ·11確に，，／，•むことは，む f/pしν乙，r，で圭〉ムふ

台湾では1949年以後の中悶本土の状況につし、ての調査

i,,i究は，い：1；儲lil；冗’（匹土 t土中 jl企さしくL、る）とれ

い敵'tti'研JCとか呼ばれてし、る。一二れらのおやi、からもi王

ぼ推察されるようにその調査研究は政府の対中共活動

の一環土して行なわれて＇＇ ＇~ものこ Lる。したがりて，

それは政府の政策決定とその実施というきひ。しい実践的

i （.品彊＇~ 1.＼びつLぺおり，その間！!±if<.識はL、うまで｛な

く闘月：fがこの15年間一貫して主張している“大陵反攻”

山条件九，<1」？とすτIということであ ，；：，.コ今これらの調子b汎

ジL機関をあげると，つぎj-' Lのがそのi要たれのであろ

ツ。

1 l) ', ,LJ. ir1攻2,i¥;t日査局節目処

(2) 行政院各部の敵情1肝究室

13) 1fli1｛涜敵WM究室

い） 悶防部情報局

（め rmr1c:；慮中，J〔止本部第六組

（日） 風防研究院敵1育研究所

(7) 中央通J凡社匪情研究小組

(8) rj1 /ii民国［司際問題研究所

これらの機関はその性格と機能に従って使用する資料

と育報仁はそれぞI差別が投けられ川、るη ／）まり iと

して中共側の公開している一般的な文献資料に基づいて

調査を行なうもわと，非公開の，すなわちヤi殊なJレー：、

と方法によるf育報を使用す－るものと iζ分かh

ある。しかし，とれらの調査機関はそのほとんどが一様

に，われわ九にどぺてはめ－Jらしい，田原［の侍受してい

る中国本土各地の「人民放送局」の放送内容の記録，各

地方新IHI，ぷよ℃r;干のr¥1:JI；の党内文件等を必要tとr.i.；：じ

て利用しているのである。とれらの機関のうち，閣防部

を店主いと；土，規キAt大きく活動も活発なのが，司法行政

部調査），，）と国民覚第六組である。 n政院各｛[i＼，つまり混

在まででは財政部，経済部，内政部，交通部，教育部等

l土敵情研究室をてこけ，各部所管の問題につい亡調査研究

を行ない，これた行政院敵情研究宅が総J/iしている。関

j¥)J研究院はここ自体のn｝；冗より t，むし九広報・ Jii版活

動に重点を置き， rj1央通汎干上は各新聞社に提供する中共

[i¥J題の動向の分析土解説を担当しているようである〉国

際問題研究所は半官半民の調査研究機関であり，中閣を

かんだ共産濁全体の問題を研究している唯 Aの半公開i的

調査機関である。そして，台北におけるこれらの中共調

ff機関の川動を全体的に統指し調整し口、るのがii奇家

公J色村℃ある。 したがφ て， 国原rO＞対中ユu白三報1i・fi1Jの殺

心i上，この国家安全局であるということができるであろ

フ。

もちろん，われわれはこれらの調査機関の活動の全貌

合知るれーもないが，わたくしの見るとこ乃司法行政部

調査J,,]には軽視できない調査報告の蓄積があるようであ

ろ。さきにも述ぺfことおり，これ「〉諸機関の報告は強烈

な政策1'!'-J11的意識に寅かれており，その'Jihl.！！な反共fデ

オ江ギーがJ表現は，外国研究者をしてへきえきさせるも

ωがあやが， I5i.而引主調子工テーマが細分｛じされており，

記述がJ主体的かつ詳細であり，実証的であるという利点、

ιもっ口、る。特に調五J"Jiこおりる調査研究の特色は，

政治Mがより稀簿で，むしろ地道な基礎調査を積み重ね

ていこうという傾向がみられる。わたくしのみるととろ，

これら凶府内郊の報告知の内容は，外部で忽像されてい

るほど非現実的ではない。すでに，ここの調査員が個別

(i'Jなテ』 ずに従っ亡まとめた報告書類は数一ト罰の多きに

及んでいる。筆者のメモによってその一例をあげると，

以下のEおりである。すなわち「共逐第一個五年計画之

研究J,r共催第二個五年計画之研究J，「共医人民公社之

研究J,r共匪的農民運動J，「五十0年度医区情況概況」，

［ぃ命共！』政権経済管理J,r Jt-霊的基j長政権J, 「共限的幹

部問題J，「共匪幹部下放的研究J，「共医統戦工作的策略

I j－運用J,r匪偽各級致秘機関的組織与運用J,r共匪惨透

戦術之研究」，「匪党内部反右派闘争之分析」，「匪党新整

j瓜運動：とか1祈j，「凶：党f汁1市代表大会概況j，「湖ftj官現

況調査」，「山西省、現況調査J,r術江省現況調査J，「共産

党政情況表解」，「怪偽基層政権組織演変」，等々である

い，こ，れによっても明らかなように，ここにおける調査

は現代の中共政権の全般的な問題，すなわち，党務，政

治，経済，社会，法律，文化，外交のすべての分野をカ

59 



1965020062.TIF

) '.1l J,. ill 0.', '-,: ＼、，， , ;1:!11J::"1 i -Xt I <, I 11.:t；大しf’ii(!'!'('!),

－ハ：匁i/'(ll'Ji'・J、！ t 、とJ) f'd/1.i!）“政ii'i"!iii’？とごい

,v' ;・, ' 、fこが ' ご， て（／）上：：， tト， J/.1 許；：｛iiiητ ；q；：~＇ft _I ) 

d,:1• 'i ご.V, ・ 、リす：＼：jii 4』，Jみ1;'.IVi{?t-: i'1f正J：εナ／，〉 とL;} 'l.'i殊J

l'I ・＇，ぺ tグ ご_fj IJ‘γ む，、：ソケ／，：:1lf’化＇＿： ;tそ、＇1:/¥Ji'c).,:':

,¥,,.:: -i; L、：JJ山 γ／J'I斗， j主〈均古／τノ：， jし＇）戸ふ勺二＇ : ; 

イ！／ドL、 r，：：、 j) f二： lf、L！＿二台三ノう，て.11：・》（’1・1:-11

i'1'J,/j 1'1' hl ;' i J ・）、；：γLノ＜・ l、う仁 ・j,:'J：企.・， c11x，ド＇.！：・・/;',jlll 

三：－：l ;c-J1.－~J .－.－－－戸，.____ , ＿＿＿＿＿＿＿＿一一円一一｛げ，.~，，，.. ,._,.1,.,., ....... ~- ........ ,,,.,.. .... “…,,,,,,,,,,,,•,r1-rLO,r-1.r,,_,-.,.-~81"'Fr,.-.<Cc-.-6'.io"d_,.6'.J!#-""'-'IL'd'i,,,dil1".-..... .r,.1';;;1#6A .. 

小守

i －：、 ＇.，） d 、.－！ nL、！.＇：.1. i. , • n iノ、＇. : t Li C~ ジ；＇［ 1 ，二

Hi J川 ;_, 、i，’）一、 '_: ‘じA"；二；t'l~iじよ派、、もゾ） ＇・ふ ：：，.

; J, 11 1入じ主，1,'¥:,1,Jitt '.'ii；＇，ん～ F「11/; Iラ＇if:!l11'J{11li111 

ど J「v、：J 三二 ，！！ パ P に三～ fラ三，／I ＇，び） j![/(jび）【r11;r;r》:i 
ん4 一1 ノ.， 7 t.,: i,}iプt；二＜IL , J，ザ J仁、、／／ ；仁ぴ＞＇NH<i'j 

iiili i『L'._: ：：；ミ :111 i'J'.J iこiイi,C:！＇ζノ二三；tC,"5/r＼、i；う（二ι.！，：！ 1..

,:,, 't' /t,[!Jif'.Iが11.¥'))Ji戸た .：ブ／Flhit,,！主勺；二（J外山（，JI’'ct

r.こりしご一公！J[J：~く l)i くこ土 1,,,·;1L· j, v> C,:i”・＇ u 

市かしかがら，／，＇ 11 Ulfト:t:-_: t似人／Jic 'I' ;U/',H,';iu >/,JI' 

片山
R

ご2• ,-, , , :11 :', .!: : : < /, ' 
' Tこ）え＿，・ jc'、t、111v.. ,1Jt;11む，，：，；‘

,--.,,f也、Y 伐！ ~Ji',',!;", 'I ; ' - -_ (' 

ノ、ー）ノJ 'i ti 

;/ 1.,1) - ／；‘，， ':1" l’「

ir;勺だ）lj：ん
（土行けれず／ ' ；・，：パヤりlfl;,'i1lJIそん，； L，七え；，；広治‘ 高いこ：Jヒ〆，！こJI正イi1-

1,: ＇－、二＼，＇ .-, ,!, i J二；ι！rい。たとえlf、わか目によその r',

け ii,-,,!c ·~ , ・ ；：，ド天l(I,!! 'l1 JIふ＇rt'{ch'.!, 1%8'! /i',I；心、ハ抗

,'i（）、：，；；： zトil¥ i：＇＼］＇.＇＇.寸志、（ i1i)!;iこ，t：：；たじ三＇ffJ, I 'Hi:', 

'i今.＇J:J、ど， ), l ls.ao T、のliang(l'uw，γ H!'!,1tioJ1乃 1c•iI I, i11 

th,・ ( 'hi11nc ( '01111111111ist :¥1υ・1・c111i'11t, IY.＇／ο～ J_ll:/-1, ]%1 

,'' ("c }::'/ ＇｛士十三，＇;, v' yごぐ l'iほなグ：l-ー／＇カパ、

これ人グ1/;)j冗おもM!',C?Hl；，：政fl.J1Trぬゾ、｝乞;fil;

: ~ k：人政・党杉並!VJこ！引i!?c士i以 J仁｛汎＇5＼＇.そ-ii IよってU、；：P

;:, ‘ ヤiJ,} ht＇，＇ヰl；ニ；上l·.~ii\hこ J;U 之、 i1：：に L jこの!'J＼＇三； tL、

J 、－ ！：、l,I_ JI f十＇・＇，， f天l(I土1見{i, T’，1i,i、二，tf正すく，：，［，.！

'{]IV i( iノr,C，九，・JてJ;,iiど＞kとのPi:li系企もってk、fこ：＼0人（／）

人竹： J)lilli主に i J仁資1んを台、 ／h, ）よi忠来日）伝ぷを－gき

) , ',0，乙と.'J 川 L，市川：， r，主は i↓r11Jjl~－十rt 史の大民を IA'f

・11' ''.b)L'C＇，、予 υ ,t たそt叶也でi上，；｛H,k似の J;j; p , 

ユ ': ilに決Dki{JJ], T/vtJ( ([li立政治大•＇？数十1) じり i中い!JI::-

1，（’，2 Iと： L 予定＂ 4Lごし ,:, 0 

'i' jl；関係の文献て， f,')liこおし ιどわれわれがねめに人

i三：F-?'., i＇ので f!JJllf1iiifi/Iv＞点〉ろ tのとし、えl:f, -＿） きのてに

1iil、パあげI',れるであ九う。土ず i中国Jfal代史料主；！LJ,;~ 
:,o iii ( 1 %ゴド/1¥!:N）ごあ之〉〈｝このiI＇には 11¥t［五lit／（党之浸

N., :t，上び「111111H:c'Ub二：＼土jLる。 i主l!：右Jリfアl'Iら：：上 L両I 〈

↑，＇iDi "1こ •iit1よ一丈1fJ 1三,1 llli ，士日 ＇,I，：く・j/:, ;1 

;if）＇，・.，』：，，，；：ヰ一 ij三Lill＼／；‘ノ！1土＿I工iL1,1;1えし）ぐL、J：》わ ！王H(・Ytv)/J¥1,J〈

川、あらIp,1.；文物fJU,iii:Jは現f(;if;cjt[弓1/U＼廷にl立l(c;,,J「rじノ

リ ス｛；：ii', L, "': he：：れの1:1Jh互に〆内、ぐ分割1fii};,llL ／こ多

二jI :., :1; [i元山口、 ！：こり i1 "A・ tlc;,', 1,J1 ;~ L点、 i,・' 

: 11 'lf',Y . .._, '< 人目；•，，＇， I J !I ¥'{Lよえ：日i;'I : '. ぺ1,:, l 

、Ii.1i.' ＇九！、こ） l ＇こ：1:Iノ；＇;' 1: . [;JJ, ¥ イ ~ ＼、・，，

I:' Jici'¥';ilj '-'1' i 'HHよ（士、バI':'.・'c_ ;~; i ;.;LL' )t,' 1-I, -.＇.ア， , ,,, : I 

）；，：主 I()Jゴ，， ¥ ど1111;:, :;,JトJfl'i'¥'1'11 ( 11",U¥11.L ＇け＇.J,i:,j'j ;,,, 

・1t r ( J J I U ,, , /c ・：’ぃ 1'.,Ii ）正k・¥' : 工ii-,ii-,;, :d.f /,,, •; 

い「1vl'./1rl :・ '.;1fiよ if[i I j IとH,M ,,,e ・11,r(, ：＇ふ二

が可 L:t I i fi.i/11J，、.＇＼＇＇・況 1;1，，；；：；＿，「L：十二 l.",;:,'ff1JH 

','( I , t!iili,'.'Wll{,,;,;1ic;ii/.'.',' 1fL•'i 士 1i't. ＇－ご＇， C 

"¥U1. I十j/f.'s,・;r；－：【；Ill_{1il ＇；＇~モ 1 rtよJ L 、乙 ， ii，，~，＇ i. iグJ't'

hこ1土， ！、；,tc.rlj:'1,:-!1]F:··~ '11 •l~ ,;l,'il t了ふしi！，，； ヤiノに1lli:'f1，，主リi子！，，）

C !Ji !I；；づlj '. fl；守I~ J,IJ ::-I_ = ＇三 ！(/) i' -~, '.,-: • i ' , 

/J' / 1 ＿－＇；こと : 1,1,11 ''UlJ;t: I 'i1 !'If{:', i">: I / ')~t~1i'J 

I,'：］也l、守＇ :_1 ' ｛アトれ tI '.1:l/l 'iり ＇1＂＂外／＇， iこj仁、ノ：，とわ：；：.：

1,,;;i_カ＇::-, 'i:日j反j 'J(j；＇バ！「ふ己上うぐ」 h乙 川口；よ｛i-1ヒ
CJ三’「；三，.，Iこ で，11ri:,Jノv；：血＼ iJJ-'.,ffJ ノ土！，：•·：，＇［ －：、ろい；：， ic: 

人1::;:, ',!:--:_':,'.':/a,"., ご ，！） I、it守 ，う也 ) ，－；／＇＇＼ぷ il:;'i]Li'斗

j¥_l/{i）；；こ℃／Ji!L、i,' t1,::J~ じと i iff＼！；午ン；に’，＿三 L主主.t,,;:,;c-

うl、 ・1'1il'i fぺ・＇＇/J ＇•ドl [_ii¥.-J;.',Iι止！、；k(l)il{lli＼／＇.・.、 i生ぷぺど／，，

ぷ － / i iぺleC勺 ，~h ラ l Jrと＿i!_i:1,,Ac.;t1¥111.1バ；－，：，;,f,}j(1：ふ'JIと

Jこっ.－ごjミrm,.,,:,r1:1；を j：ど vぺ／こ＇＇.，、う二とた j’，.；：，カ＼ 三

;j I I,,)'} ,:jゴ！，ト： .,',:,'ri;' 出·~ IぃiI~ , 111(1(;['c'i;:ij,,-,';1,l{;・.(IJ,.', 

,-,At:, :n ¥c'i 11 i三！工、fL l～，＿j, t 、／；～ l

iI Uhili::- I 、ムて（二二 7,C i, 1!!] ：，之、，v：、 .－） i', -,',・-il；；こ

.t.i,J ,~ 1f1j',:,J[ t＇＇三l';iTk 'Iょう L,1_)( t, ,i,1 kl十、！ とし仁川i'・比／［；

60 



1965020063.TIF

…一一…一一一一町一一…資 料…...，，.－.，.町一一

ik'1J[:J子を発行してし、： t!:, ;l;'1'L',,1ig1万などに パ1/1~·丹市＂佐 i ，そのil：統性を強調4 るためにこそあるペ

パ二 it士ま政府の内部資nでト；っけj工、＇）＇： i J七研究の殺行 さぐ.（，、 ＇）， これを違った次元かt,!JL'I’IJ"1'JiこH，，：けること

Li／，＇.リF／，.でいることもあち・＇ !_ ＇ぺラ f 7，んとれらは全 i !. ' :: ,/ l /r. ＼、のである。したがって， 1¥i仁における中共

li'J t二ltて微々たるものでふ三二 τ：； rl、うまでもない。 叶・：i!;,c',:t, ，；，国共産i：義と民約； i：よび）寺山fυ二XIする｛え

しかし，台｜ヒにおける現代中悶のliJl'究に閣速して案外 相'i:'r-Jt(/ri1:史的評価も阻氏党lヨ体iこ対する自己批判も／11て

外部に知られ亡いないことがある。それば今日の台北が はこなv、のである。ここでは中共に対ナる公認されたス

ある窓l球では若い欧米の中閣研究一円ーのための；息地になり チレオタイヅ以外には存在しない。われわれが台北の書

つつあるということである。アメリカは早，〈か九中肉諮 問でみかける『中国現代史』と銘うった望書物は，そのほ

釈弁（？）.息所士しての台北仁吟；IL 1%Pi！にはコーネル ］川どが1911年の辛亥革命か北（文の完！没で終わり 194 5 
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｜、；． ＇；リプオ Fレ二ア， M I.T.、 t；←C i, Ji !HJ題を'/j.J文し /[1 二、 titid/JJ y あり， t,d~i毎員炎を i年,4 c ij：弁シ’j1¥11上i大i塗て、

ご＝＂ '-i, のカ~，，，、る 3 これr11）ミ（＇）＇；＇ / II /.1の中田研究を ♂l(; [ ！，、だq•＇が，世界とアジアの政治（1') t,¥1 J告にとっ Cど

にプ仁う i'.＇い学徒は，そのた l'・-/J,1l,;,.,r:i1> liiit（こよく訴さ ん／i ;}i守、仕人 Jているのかを直視！仁心土（ L h ¥ 、し，

文章の読解力もキ(lillなものである。かれらは I11 Llll]'l]il まに知りもせず，知的封鎖のq，で無力1i',Jの低迷をがんけて

という語学の fンテンシープな研修のかたわら， i,i''i大 いるのである。

学，中央研究院近代史研究所，政府機関空忠を利用して研 このような政治の“断”によって隔てられた台北のtj1

究を行なっているのである。 共l!)f'.JEのセンクーの中にも，だが例外的に若干の外国人

だが，政府機関と結びつかない場九ここにおけるiur 研究告に対して資料の閲覧を許可してくれる図番館があ

叱手z「i; Iけっして良好とit・，寸－ /;:_ 1.、 i j1{1{,rf1Jもと！，司滋 イJ {: l l 1); !iti止国際的な注目を集めは仁以）-c ,, ＇；~，台北郊

，，こ外同iS1開・雑誌と干l：会干1・下.f託、，， ,!}(In論入iこ；土傾！変 タト，，) ,y,,, c r Lタン〉にある司法行政iHUMtEJ,,lの図書館

,., ) ：；，：日l＇.七加えており，中刊 1''.J盟主・・N.九外；I1丈献はほとん 土 U'l:；こclハロ［；よ誠副総統個人の¥t',f ) ,Jiィ；， I11,Ji；成文庫Jで

どl1111 j日静典にいたるまケ問問ハ＼＇； I I' I引 i汎 IL；こ会うの ιh<, i 1,M d文庫jの内容につヤては， J-ciこ干1)11忠雄

じゐふいわば一ー種の文｛L'.11'.j札、iにfム；乙わる。 YUえら： iK長。i究』（第:35をと第 7;J）に；凶f「とれている

このような状況のもとにおし、ては，公l羽1'iJtd(IHJの，，， の1 ここぞはl山！｝；行政部調友人4図書館についてだけ←・y,c

:H，研究が育つJJ5t:｛がないのは：Ii然である。大’下の教ほた ごr利介することとし たい。

んも中国！日l起につし、ては，少なくとも火if:ii'l'Jにはいず) '-~ このJil1ヰ1ft'：の所蔵してレる 5万HIトの文献の L製部分

い関心を示そうとはしない。中-:tUIJJ＠はここの現／ro>Jli it, 1 j 1Jtの革命運動其IJの際史的文献で可ある。これもの文

刊行ぷ、凶去40ij：.にわたっ ，：ド／し（（，、；HUミの政治闘争 11:i、い，， -:, ! ' i，なく， 1wn;1;：大iをt:t1'1~ L 円、／こil./jfl;;の

' I¥ レ＇Jl/¥l題むあり，しf ' 此jたからi現Uctこ -i i{ q I ／！！；二 ~i:i ＇ り }_I三ーしてきた仁村i、勢／J ,1: •/)l,\'.J/j'’ti/ ）過 I'?.で

一り ：ズムの研究対象とはなり fーっ、／，：1t 、のである3 li/1.Vi L},f点してきたものである。 L／，こが，ごとの＂ 'Iこは，

ご二一＼は中国共産1：義のii;f’It,丸、パ，： r ，：，同現代史の いいιfdcがrjiJたの革命根拠地を攻撃 I.,L，似l_；：二際にJill獲し

川！ （＇れた領域”としご’イ！；｜山仁三二γ、れているので に／ti!L ~， itif，党Hのプジトを，Cききして jq1(['; Lたもの

ある。汚い換えれば，ことにおし、て中I日現代史を論子る も占〉るであろう。ここの資料の蓄積過税はいわば反対似I]

ということは，大陸をのがれ，今なお中共と対ilrH－－る現 から凡た'1＇悶革命史そのものである。わたくしは初めて
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四耐＂＇＂＇＂＇＂＂＂＂＇＂ － 骨錨； 料一

二の図；与f!Hの陳平rJ宅Iこ並ごとある数勺のiρ、丈献をはた があ｛，，o

とき，これらばく大な最にのぼるう長針！の資料を日の？！？た l司法行政部調奈川図書館の蔵脅の特色は，「陳誠文庫l

I) iこ見た現奮とと 1に，竺れら資f(,11収集山陰には が： ポ江西リヴイ工！、；期つまり 1930年代の前半に限定きれて

、「iJ凋争ハ乙一びしし、羽実が秘められており， ,, .乞動1,L，＇.、［会 いるσ〉に比べて，ここではその氏、；！のカノ：ーするll'i閉が

に消え去ゥていった多くの人々の物詩があることが思わ 1920年代の後半から1948年頃までのほぼ中共の革命運動

)I，胸を打たれる flのが払ぺた。これられ革命溺守？の）室 合体にlえんで才jIJ，特i二1936～4G{j三の延安時期に J ）＼.、て

物であり，人間の手土防のしみついた文献である。 は綾寓；である。しかも中共の党内文件，秘密文件が多く

国府t士 l ワ49年次jミ陸よ I）の撤退にド：I~ してτ 壬の一大＇t"を 「3まh・亡おり， ’＼，. 

ti北まで運搬してきたのである。とこに所綴されている にiミR重な資料である。そして，その中の多くのものは，

革命運動の古典的主献は， J見在，大兵征と必咲か尽の撤 現{I=：まで外国ではその文献の題名のみを知られていt：： も

必を経！？気、戸てい也 tfl共自身辺は，おそらくそJ）多ぺな所 のか，土 J たくその存て！すらも知f》れてL、ないきわめて

有されていないであろうと見られている。調査局のある Z重要な文献なのである。犠者はこの図書館を利用してい

へ物は，わたく Lに， f抗「｜戦争時代に重；；，；に滞治｛ご と期間に，分類りード上り文献の支題にしーて約250りにの

いた}¥1;］恩来は，この資Hを見て，金はいくらでもJムうか flる！：＂ブリオグラフィーを作っているが，それについて

:・. :j1j七(l;11に議っ一：：れと（い＇.ノだそろケあと・！ UI持r Jここ I u、すれ技会をなでや1f,・' ／；、のJf;c:r.;i介したし、と考えてい

とがある。この図音寺世iiと陳誠女：庫l士’今｛走tJl:WOJI二 用士七 イ主ので， ιの場』4おL、）亡i土そのうちから私午の興；!Jc、£ひ

サtI義.c'（命史 lゾ’（If究1耳．：竺 ＇：.，て勺打＇＼，＇.とし

. 'lてU、，ことで；，.うろ。 うき主／＂； l: IーたU、〈

このこてつのl司芹館につU、で ｛i川教佼は， I ;J，たくしの く雑誌類＞

ill ；；，かさ・.＇ぞは， スタン＇ J-1ごた／戸のブ.,'!y ..叫，・，： 約 5SOf毛類の株芯がi'Urされといるが， ごこでは延安

川図書町館のコレクションに［！日敵するか， 1，しくはそれに I！年間のものに限定する。

，＼：’eもOJ·cあると l、、ってと L 、であんご•J と Lじ てし、〉立 aヘ新｜町，！｛第四i司政治部il¥l仮， ll'jl.n亮雑誌ι第 1、台第 1

布告がここの）畿誌を“Hooverlnstit,ttion Bibliographieal WI (1943年 4月〕， 2, 3期（1943年 6月〉より准北

九 riesXL The Chinese C川 1munist l¥:lov,mcnt l'l:l7～ 系ケ！日’；立区区党委縮 w.1亮』左なり，，1. 5, 7, 8, 9, 

l'.149”ζ対比して調ぺた方、ぎりでい，意穫するもの｛あ 11, 12, H, 15, 17, 18, 19；）坊主で。 20期 (191心年

るが，むしろ補完関係にあるというこ Eができる。 2月）より中共禁中第七地委宜伝部編となり，21,22, 

このl引力館に.v.＇.）革命運針期の＇ i＇夕、に関 J市文献、t内 缶、 27, 2丹、 29, 30, :n，也、 34期まで。

3万冊に透する。とのうち 2万冊は中共白身のtr'i版した 第 1期の内容は，

，＼符・雑~t.たいしは汚行しf二丈書であり，残りび） 1万＇!i｝（主 任•）Mll;'f，関！六幾個別助手J意見

qt共の出版Lた文献を国民党側でリプリントしたり編集 1. 関於党的領導一元化的問題，任銅時一一1943.

L ＇こり！そものか‘ l君民党側で行JトJた中！仁川動拘に＜•t 1 ｛！二挟甘綜辺区民斡会上的演説一一

する調査報告千百および地図・開表なとであれこれらの 2. [YI於領導［｛宇和工作作風問題， ff：＇政時

・・士駄はよく整理1ぎれて分析しであるが，それ「J' E大＇1］リし 九． 検討歴史的教訓与党「l問題， f壬捌時

, (1).1 ＂＞子／ L；と各l11 jl、産党0),f,:要文拭‘（2)ij1JI、＇［I f':._j:l_ 11主犯人ls¥t.'ゑ編， T共産党人1ρ:fillill号（19:J'l{jつ，

リとと各級党f[ilの会議記録と完言，（：l）中Jtの各総｛布作文， 2, :l, 4, 12期（1940ifl1月〕。

(111ドj七σiCl＼＇，命苔，： 0:111共九円、部，Ull¥,ki,二i詞す； fi:',干キ；文,r:, ιヘ党下i'U，＼車相会会編， i’；,r: (10 ll. ;ir,』，（； i: It党務委ll会

(fi)tfi共幹部d〕→L.{i：報；t；とず附，（7）中Jl,;t'J休日〕f1' f十 pた'JJ 細ドIJ),,f11llrJ1} ( I 94HF 1月）， 2, :i, 4, 9, 10, 14, 

T忠誠査， i~ I中:ttc>Ji任事／，r,}iJ（／）文品、り） t.J.1 ！と'iけとと!lilt; 17WL 

/1'），辺区政月：Iの機関誌， 00）国民党側の調角i：報i＼＇であるコ (¥rj1JI_: ri（北区党委組織部編HJ，『党内地口ILIJo ,(jl] Ii]号

土れらの資料はl，~J波I'll局ljのものもあれば，ガリ！医師lj りも (1944年日月）， 2, 3, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12, 13 

cl・，，，，ま／ニベンペ E業で.i:'iJ＇れた 1,.）） もあ 3 そし C, 期3

咋o;_H；党員がさ子習に使用したらしく傍線やf守き込みのして ム中共快廿寧辺区党委出版，『団結』。

ょうイ1 もの Lあり，、＇H寺の｝（，’：，1運動i:ほうふ）、せる仁の 第 I：~き 5 期 (1938if 4月）， 6, 8, 9, 10, 11, 12, 
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1:1, 11, 15¥U］，第2{会2,:l期（El4]{f 2 J] ), 9, 10, 

ll, 1:l, 2,!, 25, 2日， 28期。

ムrj1-jt/(I南蘇陀辺区［く党委編｜’：IJ，『i/1J'i.j党 llJ』。 121UJ 

(194:3{j'. 4月20日）， 1:¥ 15, 1(ち 17, 18｝札

ふ片tjt/(1南K党委縮｜孔『r!fyf，正闘争J01942年5月およ

び 6月号2:m。
I¥『解放雑誌』， 1937～41年， No.6～13:l, 51冊。

ム『群衆雑誌I,1937～48年， 76冊。

／ミ八路軍政治部編，『Jj,'.政雑誌』。1939年初版以後100冊。

ム中共中央恭中分局宣伝部綜，『禁中irni¥l'L』。第2期

(1946年3月15日），え 4, 6期。

ム，1Ut行政公署秘書処編，『政府工作通J凡』，，第6.！切

〔1943年3月）より初期〔1944年8月30日）まで19冊。

ム｛f翼魯予辺民政府縞，『辺区政報』， 17期（1942年12

)] 1 n ), 50, 53, 54, 62, G3, (i4j切(1946午11月 1

II〕。

くソヒマエト苧：命ll'd割J>

ムl'fJ／§行量｛；編， 『赤µr以前j文件告u~u ノト今（i 冊。（ )( .）党

ff,, H（川1)(1，）政治，（人)'it{事のIメ。分で1997ページに＆A、

ir)ll｛ソヴ fエトにつL、ての解.，t見と資1’↓の集大成。
/', q, j上中央；組織fH＼編，『，p共iflsl!；文件， 1932～：＜l{f＇』。

遊撃戦争問題，；｜じか党の任務，各党支i'mへのJ'¥1;J・｛・

決議を集録する。

ム｜凍紹f-1ミ争：，「為q，共］！JJII司i爾’：！）；；維克化iiii闘争』， fr,[安，

解放村， 1940{Foヰニ舎は李）／.三路線の体系的な批判

書である。

ム国民党中央組織委員会調査科特務組，『麻維挟概要』。

ム蘇維挨宣伝部編，『i毎i選豊蘇維侠』， 1928年3}j 1日。

ム洛乱『関於河北jf:j陽県遊撃戦争i’1(_)i昔践的批l：刊，

1932年lOJj10日。

く延安時期〉

ム国防部新開局編，『j七回：jぇ酎J立；｛＇J::(主義~』，全 6 官庁。こ

れは延安H｝期の中jたの文献集である。そのj必要内れ

は，

（う党f;'ifti

陳雲， IJI；民党）ムヰヰIL織｜下Jxi'rt1Jc1(i:i:,. (i) 

下宿存，「'i'i司Jじ夜党Jl::什渋J(19:18. 4) 

羅道， I論党的組織結構与氏｝集1t•aFU (19:19.11) 

陳雲，「：E.様1故－個共産党員J

線一遜，「挙起t司我批評的武器J(1940. 7) 

i各市，「党Ml工作中的一個基本問題J

洛I打，「提ff'i「探索」ワ，「切実」的了．作｛NfilJ(1940. 

5〕

i各市， 「関｝j~ ＇.）'t(l'Jjilij種工作方正にJ (1940. 7〕

日家祥，「為中国共産党的主役固和堅強而闘争J

(19:)9. 9) 

宇宙存，「関於新老幹部的問題J(19:19. 10) 

け 政 治 編

樹党礼「三三時IJtrJ理論与実際J

ii：健之，「侠甘寧辺区民主政治之建設及}I；特l,U

各辺区施政綱領，辺区組織条例

林伯渠，「辺区政府工作報告」（1941.11〕

林伯渠，「辺区政府工作一年総結J(1944. 1) 

李矧銘，「辺区政府衛政総結J(1944. 1〕

中共全国行政系統，区分調査表，辺区政府系統表

十） 軍事編 10編を含む。

川財政経済緑

th前十両，土地j政策， l以税負担，生産運動，合作

＇）＼：業，工商貿易，保工工資，敵産処理について 5G

編の論文を集録している。

(,,) 文化教育部分編

教育一被，幹部教育， u会教育，文化工作につい

て33卒者。

（人） 社会運動編

'ff'f命運動，婦女運動，賄側問題，整風運動，精兵

f涜政運動，擁政愛民運動，生産運動について21編。

／＼、楊i青他'ft：，『中国革命与中国共産党』一一一幹部必読京

妥文明一一

朱ft（，「中国共産党和軍隊J(1940.7.20) 

治111'，「共産党員的権利与義務ー一一「党建」筆記之

」（1939.9. 22) 

陳雲，「為什i！要開除蜜1）力功的党籍J(1939.5.30) 

縁消，「共産党員被捕時的処理与気節問題J(1939. 

10) 

；引l少ふ「論公開工作与秘密工作J(19:19. 10. 20) 

似内JL I'華北党建設q，がJ幾個問題」 (1939.11. 2,1) 

T1＼道， 「八路市＂＇共産二党（ l'J工作：」〔19:19.7. 25) 

治行、 I略談党与Jt：党員群衆的関係J(19:,9. 11. 7) 

釧少，百，「論組織民衆的幾側；），｛；本原則J(1939 . 5 . l) 

Ji•.JUt，「｜井］ IJ（群衆工作是 ll 11(j地方工作，（i(JijI心」（19:)9.

11. :,) 

下宿春，「八路軍作戦区的群衆工作二，J (1939 . 11) 

治抵「更多的関心群衆的切身問題J(1940. 6) 

i令市，「抗日民族統一戦線中的左傾危険J(1940 .8) 

その他，党中央の決定と指示。

I¥寸，,tじ中央，『党的建設』， 1938年7月。本書は陳紹瓜
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のf）＼議になると！どわれる。

6 I'鈴Fちそr;t的思想、怠滞L背魯子！＇il,i,', 1444'<1二その

内ギよf 仁

括支流、「，：；n：実I来日亡；1/Jl~.j宮、意識j

限立11,C，，，「徹底粉砕T'.3た1t（内托派理論及)ti必1t1Mi!J1

文千年，「現実不許歪曲」

羅刊、「前【l'j.!；研究~；.；（！1]}/1 Ji｝.／命戦j

実llj:、「了！収合花j

A中共中!,I：；組織部編，『9:1共中央対於省委之各他指示』，

1940年，毛態。 1940～41年代における28の決定・桁

示を集め，その中には，「中央；関於！尋問趨p'i）的指示J

（秘日ーと:-1; 1940年9＇い（）［！？中央審 dl'.ii.'l. 11渇千開

J1U'i 机 ）工作的指，i （立内秘密文1’！）守 1＇ト10年8

月1511，「l↑1リょf¥¥l'f二同民党進攻的tf1,jミ」（泌術文付〕

た；ミむ。

!¥tit i' 'i' ii, ｛員会， nt111,1川先一戦線J:'{j.'.{; 1罰i

(tJL l;,111 •i1,,,11:1n, 第＇.： !If（』I'｛・＇皮社，＇Ill：え ！川出；1,j Jl) 

～品川［l! I ~} I /ifl Xん

ど江主事十子h判制1,1J,『1ti1,Rl指導』， ( ,:;;; ・ ）割l(i,ll,

1'l4:ltr,, 

N立-f':j’，＇＇Ii，唱『整！五ltit＇可 l'l44年。
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A蘇中区党君主総印，『強4員三胤参1待材料J,ii集， JO（ι 
.A繋魯子区党委第6地委宣伝部，『女IJ{11J進行強風＇'f:1計

十ーそ件J:1・＂物対外秘情 ψ 一J

f'..tit;ll,'ii＇仁川治局，『教 <[i、（（：.l'U: 

A蘇r\•l[i.此治部編， 1::·.:,1;!;';;11家工作的封殺に l リ45{f.ζ

ム T泌撃戦術講授大綱』

t'.¥il-工w抗Fl九五政大’子講義，『第八路軍，五tli盤戦術』
！＼朱Ii~ ， I 1,' I i遊撃戦1f,:., l 'l:19年10月。

ム Ir''!'JI.,・ 1次全IFJ代一人大会文献JI,ft詰.i!!,: Ji, I 945年

(i JJ 0 

ム劉端正i講， r,fr北五｛p町衆Lf乍総志i'iJ, 194Mr・12川，

111 jt/f(北1:i.・与党委1:!Jo

！＼劉－： 1(, 1943勾＇－11;w;,,,,1r.よ、］，迫告、あ＇i
A訂l¥f＇『 ., j,'i: H戦争町民I<'Jij,jf}J.lJ, 19-11 'IリJJラ

！＼｛守ιrJ:1:I！吟i辺［川内民衆運動』， 19:l自i['-,

ム引Jii',J－・九 日目！＇／，「／ 1＇！梓－ (j':,¥(ii日H芯市＇i』、 1944/i , 

A侠 iiやJI ）£政1ir編、『：：4、；l

ど〉除II刊引 d政 ij:f編， U'>);・t↑！？ι辺区政府Ifl料；！？（民国

28～；n：川 3 快1l・1字1日［〈寸J,N会に関す；ピ示、；工？べ

てJJ「iii¥:.. :: ;j LてL、P

1¥1決II・'1$:11221'<政府i'!f公n制，『l決II"＇卒辺｜点政策：条例長：
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八 1「if(二｜じ蘇（r.',<,72限T年来的政府工作＇ J], 1942年10月イ

；＼，＇子祭｛＇.，＜辺じ政 ll鴻ι『抗 nJ¥': i政権及其各種1,l.i{J支

可t.lJo

〈内戦時期l>

6 T中共m婆文件食中耳』。第1斡 (1947年1月〉には，

i会(j(Jj任務，群衆運動，土地代官tM政政策，百て •j，子11

[l, Jjzf}J了iむ；，行政綱領iこ分幻［L亡1946年代にじけ

る27の文献を収めている。

ム了共rm君主要文件繋編』（1948年6月〉は，政治陰謀，

1：改整党，て内政策，幹部政策，軍事政策，文教宵

！えについて， :1(iCJ1948年代の文献を収めてU、おり

作了間共p1,ft~主政治工作文｛’！（けd[J, 1947年 12Jl 

1945年前後の27の文献を集録している。

6.ilt科子区覚書委託伝部編，『在群衆運動中発j良党』，

l 94行,r.6刀2011.

'11:Jt禁中分l,;f¥:：，辺部編，『君T来：rf1文｛牛ヱ』， lり！β＂I'
:: Jl。

／ヘ偲'i＇「豆一党委， If:l l血改革第一階段幾個問題的経験介

約』，（党内泌；僚主：件〕 1946年12月。

,, ,11聯出版十：fl,i. トJl:lli：土地政策！日嬰文｛牛i記録』イ 本山

: tl927＇＞＼ユ8/l上 i)1947年12/J士での待期におけ：：＇.11!1

JI；の土地政策に関する54{'j:の決議・指示・決定・法

律・条例の集大成である。

l、！：の文獄l土JコL、アここでそのI句作をいちいち約介寸

心 J'1・ IがないしrリHL2：であるが， このほか，毛沢東， J;:J

少ii'，朱徳，安倍、懐，周恩来， F東拡都子伎，練雲， ib'i

悩Lfili激石，任問時等の延安時期における著作・政治報

告が，数多く所蔵されている。そして，延安時期の前半

じJ; L、ては「’（＇／： fた l に閣Lて洛）｜；つ｛；り張関天のnr,i~ariドj

;,r, ,f)j/，，；めざま l_1，、のが注目されらdハーふる。また， I：沢

東の：存作にっし、てであるが，このl時期に出版されたもの

は， 1951年8JJ Ull恨の『i翠集』に収録されてし、るものと

比べて丈訴の表現法，字句の相違が多く， 「解放」後に

、7内容のi'iJ:1:,i,::＇－んを行なう i川［j(T）より原~ll に；小、

! ,1) ；，・；多し、と,Itわれるのである。－・ Wit.，あげると， 114,I

),.l','( {t：λfr！＼編｜｜］，『土地問題指南』 (1947年JO月24r1）の,i,

にある 0~来の「湖南農民運動考綴報告」（1927年 3 凡）

γit, 「4手農民組織在襲会之下JG')I貨に6ページにわた

→「15年11月f万件以農協会員数1,¥Jt市長表jがついてL、

そのほか， 'f.',Yldc文献では， 1CJ::o’i二代初期の狭間行に

おける，いわゆる北か党の活動に関する文献もあり，同

iJ,i『辺lζ党的歴史問題検討』（1942ifll月17日〉，中共快
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一両省委編，『開民遊撃運動創造清北新蘇区決議」（1932年

10月6日｝て＇；， '.c2点、がこ ：： ：土石山崎している，

このiEノ小、 小命史に関すろぽnでは国llJjiH¥iji¥bとfi;i究室

に若干所以されているといわれるが，そのd（み!;tiljJらか

ではない。今国府はこれら台北にある政府機関の所蔵す

る中共関係文献の総合目録を作製中といわれるが，その

初歩的段附として，国家安全日JI情資料協，l/,)111心σ編集

になる 1'i＇丈［1f・i育図書連行円以Jがある。 1／，‘いこれ

には革命史関係の文献は，まだほとんど含まれていない。

最後に，台北における中共研究と資料状況の紹介に関

連して一常付？？加えたいととがある。すでに以上のきわ

めて簡単にJ：河川こよって 1,, ~＇北l土中共研；とを .ilt ／！； る上

で無視しえた！、一つの基flli". tよりうることんι：1111.－》hであ

ろう。特にわが国における革命史関係の資料がきわめて

貧弱なことを符えると，今後，国府側の受入れ条件の問

題もあるけjLとも，とにか；、 これらの手l]Jil'.:l'(i、i]Iこ診

えてゆくことっ：じ、要にな， C ＜らのである＇ l fにおE安時

期の文献；.：：， :1i. hこ歴史的け：fG(T){,j象としてのみでなく，

現代中国共産主義の原型をそこに示しているのであるか

ら，現代中国の研究者すべてにとって共通財産であるべ

きである， I 涼t政文庫Jfこ..-, ＇.、て i土，その守註［1：＇；：すでに

アメリカと iiドこよってJ { Y口化されているが，調査

局図書館についてはそのような動きはまだ現われていな

いのである。

ただこの場介Y 国府の所有す乙資料に接近するという

ことの政if；：＇！士！巧題とされ乙人々 もわが国 vこlよ多いこと

を筆者も1JI-,C＼、るし，ノ111(/)II t国研究が研究ii:-¥］＂；＇ーにお

いてさえも何らかのかたちで，好むと好まざるとにかか

わらず政治性を帯びてくるという宿命をになっているこ

とを否定するものではなヤ。確かにこれはM究／？を苦し

めるジレン1である。しかし， “：ell：究”という松戸Iから

みると問題は士ずその“攻冶主”の方向を！tlう乙とにあ

るのではなく，それぞれの研究者の主体性の確立こそが

問わるべき根本問題であるように思われる。日本人の中

国研究者でんど）三とへの徹底L三自覚を装終土け［ば一

部の人々に文門店iりな奇妙なJ,,Hf¥.J：識は克服主れらはずで

ある。そしてL、かなる対象に対しても研究者は，自：i，性

と雅量と柔軟性を保つことはできるはずである。一部の

研究者が， l)i：土中国革命に対すあ立場いかんといち一種

の精神主義「それが多くの助行，晃代の中JI：、の！トダー

シップにけ？ご＇ '.ilt条件的J桁泣正当化と合土IJ[{i:'.,；こ，i，＇，，びつ

いている〕を学問のすべての出発点としているために，

その研究活動と健全な思考に制約を加えられることがあ

るとナれば，それは不幸なことである。今日の中国問題

の今立は，単純な“1W神主義”に主／べ理解されるには

与、 kりにも複雑むおり，小児病的政治：義は研究わ；j,(!) 

fLをもたらすE乃λであろう。そしご，そのような将仲

状況を前提とした現代中国の研究は，今後ますます反省

を加えられねばならない段階にたち至ってきていること

は，ごの 2, 3 q ;J:(!J~'I過によってIYIらかなところであ

、＇' ノ、，，
ノノの

しばしば共産原のiJI先は“天文学”にたとえられる。

その；窓味は研究者が，その対象地域にはいることができ

ず，たとえはいったとしても十分な調査研究ができない

ので，主として浅く隊れた場所からこのトータルな権力

によってコントロールされ“問主された祉会”の内市＇］ ι
情念，あれこれと推測す綱ることを余儀なくされているこ

とをさしている臼天文学には天文学の科学的方法が必婆

である。アメリカで戦後発達したソグfエトロジーはと

れに戸当するものであろう。われわれは対象国の“引法

竹、を十分意識しと，それに対応しどどうしても必要と

される資料・情報活動を活発に行ない，多角的な分析視

角を設定し，研究を進めなければならないのである。研

;・,=-;--＇？＇の細分化と災日正性の強化という？後の一般的な

お＇（Iヘ］ OJなかで，われわ：／1.-1土中国内省級地方新開すん今と

で.fljH]していないのである。したがって，わが国いおけ

るこのような研究体制のアンバランスこそ，まず真!Jl!Jに

検討されなければならない課題である。わたくしの台北

・市住における 2王子！日）の経験でも，欧米研究者の進出に

よって， “中国はIJ本人でなければわからない”などと

いう自負が通用する時期は過ぎつつあるのをひしひしと

感じたしだいである。日中関係は今後もさまざまの変転

に見舞われるであろうが，中国研究者は“政治”とは－

,J{JlU Lて， “研Jcの推進”という次元の中で，長期的ti.

h在L'Jとした研究体fl,ljを築き上げることがまず必要ではな

いであろうか。研究者の社会的責任とは，まず第1にこ

れをなすことである。研究資料の整制Hという仕事の一環

として本稿が今位六北の資料事ti'nこ；tiiし，そのぷ：j瓜士

（~ えぐいくことの引りとなれば幸いである。

（説｝i業務部海タi主主務議 徳田切之）
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